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１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
８
月
５
日
、
東

京
・
赤
羽
に
生
ま
れ
る
。
東
京
府
立
第
五
中

学
校
を
卒
業
し
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
４

月
、
東
京
美
術
学
校
工
芸
科
図
案
部
に
入
学
。

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
12
月
１
日
、
学
徒
出

陣
で
応
召
。
甲
府
第
六
三
部
隊
を
経
て
、
幹

部
候
補
生
と
し
て
宮
崎
西
部
第
一
三
八
部
隊
、

長
崎
県
野
母
半
島
飛
行
機
監
視
哨
隊
に
所
属
。

１
９
４
５
（
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和
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年
８
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９
日
、
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に

て
被
爆
す
る
。
復
員
後
、
１
９
４
６
（
昭
和

21
）
年
９
月
25
日
、
結
核
で
病
死
。
享
年
23
。
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